
1.はじめに 

近年商業施設やオフィスビルの大型化,高層化が

進んでいる.しかし災害が発生した際には大規模な

避難となるため的確な避難誘導が求められる．しか

し大規模な避難は多くの要素が存在し,容易に扱う

ことができないため高速計算が可能な避難シミュレ

ータの支援が必要になっている. 

本研究では,歩行者同士の影響・干渉などの計算を

簡略化し,避難過程を高速に計算可能にした一次元

歩行者モデル[1]を作成し,本学の講義室での避難シ

ミュレーションを行う. 

2.一次元歩行者モデル 

本研究では部屋や通路などの歩行者のいる空間

を歩行者の流れに平行な一次元の位置で表現する.

避難シミュレーションを行う講義室を一次元にモデ

ル化したものを図 1に示す． 

 

 

図 1 一次元にモデル化した講義室 

 先頭から𝑖番目の歩行者に,式(1)で自由歩行速度に

戻ろうとする力を表す歩行者推進力𝑓𝑖
𝑑𝑟(𝑡)，式(2)で

歩行者が周囲の歩行者との間にパーソナルスペース

を取ろうとする力を表す社会的作用𝑓𝑖
𝑠𝑜𝑐(𝑡)を与え,

式(3)の歩行者の運動方程式を各歩行者に対して解

く. 
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表 1 諸元 

 

３.シミュレーション結果 

今回行う避難シミュレーションは 3 部屋からの同

時避難である．また,山下らの研究では合流のルール

が定められていなかったが,本研究では出口から近

い講義室から避難を行うというルールを与える.避

難者数は 10 人とし,1［m］間隔で配置する．シミュ

レーションを行った結果を図 2に示す． 

図 2 より 3 部屋同時に避難を開始すると N205 講

義室からは 11.1 秒,N204 講義室からは 22.93

秒,N203講義室からは 40.67 秒で避難ができる. 

 

図 2 各講義室からの避難完了人数の時間変化 

4.結び 

 本研究では，実空間を一次元に表現したモデルを

提案し,本学の講義室での避難を扱った.また,実際の

避難と作成したシミュレーションの結果を比較し, 

有効性を検討することが今後の課題である． 
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